
算数科・数学科  小学校第２学年カリキュラム 
 

月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

4 

 
ひょうとグラフ 

 

 

D(3) 

2      

時こくと時間 

 

 3 

 

 小学校第１学年 

・日常生活の中で時刻をよむこ

とができるようにする。 

 小学校第３学年 

「時こくと時間の計算のしか

たを考えよう」 

 

たし算のひっ算 

 

（１） たし算（１） 

（２） たし算（２） 

（３） たし算のきまり 

Ａ(2)ア,イ,ウ 10+１  筆算形式での計算方法は、十進位

取り記数法に基づく計算であり、以

降の乗法や除法の計算の原理にも

なるので、具体的な場面に基づいて

計算の意味や計算の仕方を考えさ

せ、理解させることが必要である。 

 

小学校第１学年 

・１位数どうしの加法とその逆

の減法 

○具体的な場面に基づいて計算の

意味や計算の仕方を考えさせ、筆算

を指導する。なお、計算のしかたを

考えたり計算のたしかめをしたり

するときなどに、計算の結果がおよ

そどれくらいの大きさになるのか、

何桁の数になるのかを見積もるこ

とは、以降の計算指導においても大

切である。 

小学校第３学年 

「大きい数の計算を考えよう」 

■1 人ひとりが机上で操作できる

大きさのタイル(方眼紙等で作

製)を用意し、繰り上がりのし

くみを操作しながら理解でき

るようにする。 
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ひき算のひっ算 

] 

（１） ひき算（１） 

（２） ひき算（２） 

（３） ひき算のきまり 

Ａ(2)ア、イ、ウ 10+１  筆算形式での計算方法は、十進位

取り記数法に基づく計算であり、以

降の乗法や除法の計算の原理にも

なるので、具体的な場面に基づいて

計算の意味や計算の仕方を考えさ

せ、理解させることが必要である。 

 

小学校第１学年 

・１位数どうしの加法とその逆

の減法 

小学校第３学年 

「大きい数の計算を考えよう」 

■1 人ひとりが机上で操作できる

大きさのタイル(方眼紙等で作

製)を用意し、繰り上がりのし

くみを操作しながら理解でき

るようにする。 
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どんな計算になるのかな 

・２位数の加減についての

演算決定 

 2   ○比較、測定で大切な「そろえるこ

と」をおさえる。比較の時は端を

そろえる。測定の時は単位をそろ

えることが身に付くようにする。 

  

長さのたんい 

長さをはかろう 

（１） 長さのあらわし方

とはかり方 

（２） 長さのたんい 

（３） 長さの計算 

Ｂ(1) ア 10  小学校第１学年 

「長さくらべ」 

（直接／間接比較） 

（任意単位による 

 測定） 

 小学校第３学年 

「長いものの長さをはかろう」 

・長いものの長さのはかり方 

 

 

３けたの数 

100より大きい数をしらべ 

よう 

（１） 数のあらわし方と

しくみ 

（２） 何十、何百の計算 

（３） 数の大小 

Ａ(1)ア,イ,ウ 

 

13+1 多くのものの個数を数えるとき

に、１０ずつのまとまりを作り、そ

れをさらに１０ずつのまとまりに

して数えていく考えは、十進位取り

記数法に発展していく内容である。 

小学校第1学年 

｢20より大きなかず｣ 

簡単な３位数の表し方  

十を単位としてみる 

簡単な２位数の加減計算(50±20

など) 

○第２学年では、数の範囲を４位数

までに広げ、十進位取り記数法によ

る数の表し方及び数の大小、順序な

どについて知り、数についての理解

を深めるようにする。 

小学校第３学年 

「千万までの数」 

 

 

 

■身の回りから整数を見つける

活動 

例）カレンダー、 

車のナンバープレート 

■数比べゲーム 

・１～９の数カードを 3 枚使っ

て３けたの数字をつくる。大

きい数字をつくった人の勝ち

というルールで対戦する。 
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月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

 
水のかさのたんい 

水のかさをはかろう 

 

Ｂ(2) ア 8  小学校第１学年 

「どちらがおおい」 

○長さと同様、①直接比較、②間接

比較、③任意単位、④普遍単位の段

階で指導する。 

小学校第4学年 

「小数」 

小学校第５学年 

「体積のはかり方と表し方」 

 

8 計算のくふう 

計算のしかたをくふうしよ 

う 

（１）3つの数の計算 

（２）たし算とひき算 

Ａ(2) ウ 

 

4  小学校第１学年 

「ふえたり へったり」 

  

 

 

たし算とひき算のひっさん 

ひっさんのしかたを考えよ 

う 

（１） たし算のひっさん 

（２） ひき算のひっさん 

（３） 大きい数のひっさ

ん 

Ａ(2) イ 11+１ 各位の計算を、位をそろえて形式

的に処理しやすくしたものが筆算

形式であり、この計算方法は十進位

取り記数法に基づく計算であり、以

降の乗法や除法の計算の原理にも

なるので、具体的な場面に基づいて

計算の意味や計算の仕方を考えさ

せながら指導することが必要であ

る。 

小学校第1学年 

「たし算」 

１位数＋１位数 

「ひき算」 

２位数－１位数 

 

○十の位への繰り上がり・繰り下が

りから類推して、百の位でも繰り上

りや繰り下がりをつかませる。次学

年以降、桁数が増えても同じ考えが

使えそうなことに気付かせる。 

 

小学校第３学年 

「たし算とひき算の筆算」 

３位数－2,3位数 

３位数－1～3位数 

■1 人ひとりが机上で操作できる

大きさのタイル(方眼紙等で作

製)を用意し、繰り上がりのし

くみを操作しながら理解でき

るようにする。 
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三角形と四角形 

形をしらべよう 

（１） 三角形と四角形 

（２） 長方形と正方形 

Ｃ(1) ア,イ 

 

9  小学校第１学年 

「かたちをかいてみよう」 

○分数について理解する上で基盤

となる素地的な学習活動を行い、分

数の意味を実感的に理解できるよ

うおさえる。 

小学校第３学年 

「三角形」 

（二等辺三角形 正三角形） 

 

10 分数 

分けた大きさをあらわそう 

A（１）オ 2   ○具体物を用いて 1/2.、1/4 などの

大きさを作ることや、これらの数を

分数と呼ぶことを指導する。分数に

ついて理解する上で基盤となる素

地的な学習活動を行い、分数の意味

を実感的に理解させる。 

小学校第３学年 

「分けた大きさの表し方を考

えよう」 

分けた大きさの表し方 

分数の大きさの表し方 

分数のたし算とひき算 

 

かけ算（１） 

新しい計算を考えよう 

（１） かけ算 

（２） ５のだん、２のだ

んの九九 

（３） ３のだん、４のだ

んの九九 

 

Ａ(3)ア,イ,ウ 

 

 

25＋１ 乗法九九は以後の学年で取り扱

う乗法計算の基礎的な技能として

欠くことのできない重要なもので

あるので、九九表を観察したり、児

童自らが作ったりする作業的な活

動を通して乗法九九の構成に習熟

しておくことが必要である。 

小学校第1学年 

「10より大きい数」 

・2ずつ、5ずつまとめて数える 

「20より大きい数」 

・数の構成に基づく数の数え方

（10がいくつという見方） 

「たしざん」 

・たし算 

・3口のたし算 

○かけ算が未習である子どもは初

め、たし算で答えを求める。これを

認めた上で、かけ算の約束に結びつ

けさせる。 

 

○ａをｂ回たす場合は、ａ×ｂとか

いた方が問題の構造を明確に表せ

るよさに気付かせる。 

 

○九九を構成する際は、いくつずつ

数が増えるか着目させ、関数的な考

えを引き出すようにする。 

小学校第３学年 

「かけ算」 

・0のかけ算 

・計算の決まり 

・筆算 

（2,3位数×1位数） 

（2位数×2位数） 

「わり算」 

■「ひとつ分」「いくつ分」を意

識させるために、式が表して

いる状態を実際につくる。ま

たは絵に表す。 

（例）５×４ 

   ・５つのイチゴがのって

いる皿が４枚？ 

   ・５つの皿に４つずつイ

チゴがのっている？ 
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九九ビンゴ 

・活動を通しての九九の習

熟 

 １   
 

  



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化・精選化等の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 
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かけ算（２） 

九九をつくろう 

（１） ６のだん、７のん

の九九 

（２） ８のだん、９のだ

ん１のだんの九九 

（３） ばいとかけ算 

（４） 九九のひょうと

きまり 

（５） もんだい 

Ａ(3)ア,イ,ウ,エ 

D(2) 

17＋１ 乗法九九は以後の学年で取り扱

う乗法計算の基礎的な技能として

欠くことのできない重要なもので

ある。九九表を観察したり、児童自

らが作ったりする作業的な活動を

通して乗法九九の構成に習熟して

おくことが必要である。 

小学校第1学年 

「10より大きい数」 

・2ずつ、5ずつまとめて数える 

「20より大きい数」 

・数の構成に基づく数の数え方（10

がいくつという見方） 

「たしざん」 

・たし算 

・3口のたし算 

○ａをｂ回たす場合は、ａ×ｂとかい

た方が問題の構造を明確に表せる

よさに気付かせる。 

 

○九九を構成する際は、いくつずつ数

が増えるか着目させ。関数的な考え

を引き出させる。 

 

小学校第３学年 

「かけ算」 

・0のかけ算 

・計算の決まり 

・筆算 

（2,3位数×1位数） 

（2位数×2位数） 

「わり算」 

■学習した九九を使うかけ算の

問題をつくる。 

・はじめは穴埋めにして、慣れ

てきたら自分で。 

（例）７のだんの九九 

   ・イチゴを１人に（ ）

くばります。６人にく

ばると（   ）にな

りますか。 
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1 ４けたの数 

1,000より大きい数をしら 

べよう 

A(1)ア,イ,ウ,エ 11  小学校第1学年 

｢20よりおおきい数」 

 

○10000までの命数、記数法を確実に

理解できるようにする。 

「千の位」「位取り」などの用語も確

実に使えるようおさえさせる。 

小学校第３学年 

｢大きい数のしくみ」 

千万の位までの数 

 

長いものの長さのたんい 

長さをはかろう 

Ｂ(1) ア 9    小学校第３学年 

 Km、距離、道のり 

 

2 

たし算とひき算 

図をつかって考えよう 

Ａ(2)ウ 

D(1) 

4＋１  小学校第１学年 

「たし算とひき算」 

○「あわせて」「のこりは」という

言葉だけに頼って立式するのでは

なく、テープ図に表して式を立てさ

せる。図や式についての理解を深

め、図や式を用いて表したり、読み

取ったり、説明したりできるように

させる。 

 

 

 ■はじめは、テープ図に色をぬり
「ぜんぶ」「のこり」等がどこ
になるのか考える。 

 慣れてきたら、（  ）に記入
したり、自分でテープ図をかけ
るようにする。 

はこの形 

はこを作ろう 

C(1) ウ 6  小学校第１学年 

「かたちあそび」 

（立体図形の素地） 

○箱の形（直方体、立方体）につい

て頂点や辺、面などの構成要素に

着目し、立体の基本的な概念を理

解させる。 

小学校第４学年 

「直方体と立法体」 

小学校第５学年 

「角柱と円柱」 

（展開図、見取図） 
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計算ピラミッド 

・１～２位数の加減計算の

習熟 

・伴って変わる２つの数量

の関係に関する初歩的な

考察 

 2      

2年のふくしゅう  3      

 合計  １７５      

  

ぜんぶ 

？ のこり 


